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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の一方の面上の少なくとも一部に、転写層が設けられた熱転写シートであって、
　前記転写層は、ヒートシール層、及びブロッキング防止層を含む積層構造であり、
　前記ヒートシール層は、前記転写層を構成する層のうち前記基材から最も近くに位置し
、
　前記ブロッキング防止層は、前記転写層を構成する層のうち前記基材から最も遠くに位
置し、
　前記ヒートシール層が、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均
分子量（Ｍｎ）が１５０００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）
が５５℃未満のポリエステルの何れか一方、又は双方を含有しており、
　前記ブロッキング防止層が、着色剤を含有している、熱転写シート。
【請求項２】
　前記ブロッキング防止層が、ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分
子量（Ｍｎ）が２００００以下の樹脂成分を含有している、請求項１に記載の熱転写シー
ト。
【請求項３】
　基材の一方の面上の少なくとも一部に、転写層が設けられた熱転写シートであって、
　前記転写層は、ヒートシール層、及びブロッキング防止層を含む積層構造であり、
　前記ヒートシール層は、前記転写層を構成する層のうち前記基材から最も近くに位置し
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、
　前記ブロッキング防止層は、前記転写層を構成する層のうち前記基材から最も遠くに位
置し、
　前記ヒートシール層が、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均
分子量（Ｍｎ）が１５０００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）
が５５℃未満のポリエステルの何れか一方、又は双方を含有しており、
　前記ブロッキング防止層が、ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分
子量（Ｍｎ）が２００００以下の樹脂成分を含有している、熱転写シート。
【請求項４】
　前記基材と前記転写層の間に、離型層が設けられ、
　前記離型層が、変性ポリオレフィンを含有している、請求項１乃至３の何れか１項に記
載の熱転写シート。
【請求項５】
　前記基材の一方の面上に、前記転写層と、色材層が面順次に設けられている、請求項１
乃至４の何れか１項に記載の熱転写シート。
【請求項６】
　中間転写媒体と熱転写シートの組合せであって、
　前記熱転写シートが、請求項１乃至５の何れか１項に記載の熱転写シートである、中間
転写媒体と熱転写シートの組合せ。
【請求項７】
　印画物の製造方法であって、
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の熱転写シートを準備する工程と、
　中間転写媒体を準備する工程と、を含み、
　前記中間転写媒体は、支持体、及び最表面に位置する受容層を含む単層構造、又は積層
構造の中間転写媒体の転写層を有し、
　前記中間転写媒体の前記受容層に熱転写画像を形成する工程と、
　前記中間転写媒体と、前記熱転写シートとを組み合わせ、前記中間転写媒体の転写層上
に、前記熱転写シートの転写層を転写する工程と、
　前記熱転写シートの転写層が転写された中間転写媒体と、被転写体とを組み合わせ、前
記被転写体上に、前記中間転写媒体の転写層を前記熱転写シートの転写層とともに転写す
る工程と、をさらに含む、印画物の製造方法。
【請求項８】
　前記熱転写シートが、請求項５に記載の熱転写シートであり、
　前記熱転写画像を形成する工程では、前記熱転写シートの前記色材層を用いて、前記中
間転写媒体の前記受容層に前記熱転写画像の形成を行う、請求項７に記載の印画物の製造
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱転写シート、中間転写媒体と熱転写シートの組合せ、及び印画物の製造方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印画物の製造方法の一つとして、基材の一方の面上に色材層が設けられた熱転写シート
と、他の基材の一方の面上に受容層が設けられた熱転写受像シートとを組み合わせ、熱転
写受像シートの受容層に熱転写画像を形成する熱転写方法が広く用いられている。熱転写
方法としては、サーマルヘッド等の加熱手段により、熱転写シートの色材層に含まれる色
材を、熱転写受像シートの受容層に選択的に移行させる昇華型熱転写方式や、サーマルヘ
ッド等の加熱手段により溶融、或いは軟化した色材層を、熱転写受像シートの受容層に、
層ごと移行させる溶融型熱転写方式が知られている。これらの熱転写方法によれば、熱転
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写受像シートの受容層に熱転写画像が形成された印画物を得ることができる。
【０００３】
　印画物の多様化に伴い、熱転写受像シートの受容層に熱転写画像が形成されてなる印画
物ではなく、任意の被転写体（例えば、カード基材等）に熱転写画像が形成されてなる印
画物を得たいとの要求も多くある。この要求に対しては、基材の一方の面上に受容層を含
む転写層が設けられ、受容層を最表面に位置させた中間転写媒体を用いる印画物の製造方
法が提案されている。中間転写媒体を用いた印画物の製造方法では、最表面に位置する中
間転写媒体の受容層に熱転写画像を形成し、その後、任意の対象物と、中間転写媒体とを
組み合わせ、熱転写画像が形成された受容層を含む転写層を任意の対象物に転写すること
で、任意の対象物上に熱転写画像が形成された受容層を含む転写層が設けられてなる印画
物を得る。
【０００４】
　ところで、上記の通り、中間転写媒体の最表面には受容層が位置していることから、任
意の被転写体上に、受容層を含む転写層を転写したときには、当該受容層が、被転写体と
直接的に接する層となる。したがって、受容層を含む転写層を、任意の被転写体上に密着
性よく（転写性よく）転写するためには、受容層に、任意の被転写体との密着性を向上さ
せるための対策を施しておく必要がある。換言すれば、受容層に接着層としての機能を付
与しておく必要がある。
【０００５】
　このような状況下、受容層に、被転写体との密着性を付与するための種々の提案がなさ
れており、例えば、特許文献１では、被転写体との密着性を良好にすべく、支持体上に、
剥離層、硬化性保護層、中間接着層、受像兼接着層が設けられた中間転写シート（中間転
写媒体に相当）が提案されている。要約すれば、色材の染着性とともに、接着層としての
機能を有する受容層を備える中間転写媒体が提案されている。ところで、特許文献１に提
案されているように、色材の染着性と、被転写体に対する密着性の双方の機能を受容層に
付与するためには、（１）受容層に含有されている色材の染着性を有する成分の一部を、
被転写体に対する密着性を有する成分に置き換える、或いは、（２）色材の染着性と、被
転写体に対する密着性の双方の機能を有する成分を受容層に含有せしめる必要がある。し
かしながら、前者（１）の場合には、被転写体との密着性を有する成分を含有せしめるこ
とで、その分、受容層中における、色材の染着性を有する成分の含有量は減少していき、
受容層への濃度の高い熱転写画像の形成が困難となる。換言すれば、受容層の色材の染着
性を向上させるための設計の自由度が低くなる。また、後者（２）の場合には、より高い
濃度や、より高い被転写体との密着性が要求される分野での使用に耐えうるまでの染着性
や、被転写体に対する密着性を、受容層に付与するまでには至っていないのが現状である
。
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－３５１６５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、層間密着性の高い印画物を製造
できる熱転写シートや、中間転写媒体と熱転写シートの組合せ、この熱転写シートを用い
た印画物の製造方法、並びに被転写体と加飾体との密着性が高い加飾物を提供することを
主たる課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための本開示の実施の形態に係る熱転写シートは、基材の一方の面
上の少なくとも一部に、転写層が設けられた熱転写シートであって、前記転写層は、ヒー
トシール層、及びブロッキング防止層を含む積層構造であり、前記ヒートシール層は、前
記転写層を構成する層のうち前記基材から最も近くに位置し、前記ブロッキング防止層は
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、前記転写層を構成する層のうち前記基材から最も遠くに位置し、前記ヒートシール層が
、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が１５０
００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポリエス
テルの何れか一方、又は双方を含有しており、前記ブロッキング防止層が、着色剤を含有
している。
　上記熱転写シートにおいて、前記ブロッキング防止層が、ガラス転移温度（Ｔｇ）が５
５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が２００００以下の樹脂成分を含有してもよい
。
　上記課題を解決するための本開示の実施の形態に係る熱転写シートは、基材の一方の面
上の少なくとも一部に、転写層が設けられた熱転写シートであって、前記転写層は、ヒー
トシール層、及びブロッキング防止層を含む積層構造であり、前記ヒートシール層は、前
記転写層を構成する層のうち前記基材から最も近くに位置し、前記ブロッキング防止層は
、前記転写層を構成する層のうち前記基材から最も遠くに位置し、前記ヒートシール層が
、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が１５０
００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポリエス
テルの何れか一方、又は双方を含有しており、前記ブロッキング防止層が、ガラス転移温
度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が２００００以下の樹脂成分を
含有している。
　一実施形態の熱転写シートは、基材の一方の面上の少なくとも一部に、転写層が設けら
れ、前記転写層は、ヒートシール層のみからなる単層構成、又は前記ヒートシール層を含
む２つ以上の層が積層されてなる積層構成を呈し、前記転写層が積層構成を呈する場合に
は、前記転写層を構成する層のうち前記基材から最も近くに前記ヒートシール層が位置し
ており、前記ヒートシール層が、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、
数平均分子量（Ｍｎ）が１５０００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（
Ｔｇ）が５５℃未満のポリエステルの何れか一方、又は双方を含有している。
【０００９】
　また、上記熱転写シートにおいて、前記基材の一方の面上に、前記転写層と、色材層が
面順次に設けられていてもよい。
　また、上記熱転写シートにおいて、前記基材と前記転写層の間に、離型層が設けられ、
前記離型層が、変性ポリオレフィンを含有してもよい。
【００１０】
　また、上記熱転写シートにおいて、前記転写層が、ブロッキング防止層を含み、前記ブ
ロッキング防止層は、前記転写層を構成する層のうち、前記基材から最も遠くに位置させ
てもよい。また、前記ブロッキング防止層が、ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であ
って、数平均分子量（Ｍｎ）が２００００以下の樹脂成分を含有していてもよい。また、
前記ブロッキング防止層が、着色剤を含有していてもよい。
【００１１】
　上記課題を解決するための本開示の実施の形態に係る中間転写媒体と熱転写シートの組
合せは、熱転写シートとして上記の熱転写シートを用いる。
【００１２】
　また、上記課題を解決するための本開示の実施の形態に係る印画物の製造方法は、第１
の基材の一方の面上の少なくとも一部に、ヒートシール層のみからなる単層構成を呈する
第１の転写層、又はヒートシール層を含む２つ以上の層が積層されてなる積層構成を呈し
、前記積層構成を呈する層のうち前記第１の基材から最も近くに前記ヒートシール層が位
置する第１の転写層が設けられた熱転写シートを準備する工程と、第２の基材の一方の面
上の少なくとも一部に、受容層のみからなる単層構成を呈する第２の転写層、又は受容層
を含む２つ以上の層が積層されてなる積層構成を呈し、前記積層構成を呈する層のうち前
記第２の基材から最も遠くに前記受容層が位置する第２の転写層が設けられた中間転写媒
体を準備する工程と、前記中間転写媒体の前記受容層に熱転写画像を形成する工程と、前
記中間転写媒体と、前記熱転写シートとを組み合わせ、前記中間転写媒体の第２の転写層
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上に、前記熱転写シートの前記第１の転写層を転写する工程と、前記第１の転写層が転写
された中間転写媒体と、被転写体とを組み合わせ、前記被転写体上に、前記第２の転写層
を前記第１の転写層とともに転写する工程とを含み、前記熱転写シートの前記ヒートシー
ル層が、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が
１５０００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポ
リエステルの何れか一方、又は双方を含有している。
【００１３】
　また、上記の印画物の製造方法において、前記熱転写シートが、前記第１の基材の一方
の面上に、色材層と、前記第１の転写層が面順次に設けられた熱転写シートであり、前記
熱転写画像を形成する工程では、前記熱転写シートの前記色材層を用いて、前記中間転写
媒体の前記受容層に前記熱転写画像の形成を行ってもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本開示の実施の形態に係る熱転写シートや、印画物の製造方法によれば、層間密着性の
高い印画物を製造できる。また、本開示の加飾物によれば、被転写体と加飾体との密着性
を高くできる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本開示の熱転写シートの一例を示す概略断面図である。
【図２】本開示の熱転写シートの一例を示す概略断面図である。
【図３】本開示の熱転写シートの一例を示す概略断面図である。
【図４】本開示の熱転写シートの一例を示す概略断面図である。
【図５】本開示の印画物の製造方法の一例を示す工程図である。
【図６】本開示の印画物の製造方法の一例を示す工程図である。
【図７】比較の印画物の製造方法の一例を示す工程図である。
【図８】本開示の印画物の製造方法に用いられる中間転写媒体の一例を示す概略断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を、図面等を参照しながら説明する。なお、本発明は多くの
異なる態様で実施でき、以下に例示する実施の形態の記載内容に限定して解釈されるもの
ではない。また、図面は説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ
、形状等について模式的に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈
を限定するものではない。また、本願明細書と各図において、既出の図に関して前述した
ものと同様の要素には、同一の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。ま
た、説明の便宜上、上又は下等という語句を用いて説明するが、上下方向が逆転してもよ
い。左右方向についても同様である。
【００１８】
　＜＜印画物の製造方法＞＞
　以下、図５、図６を例に挙げて、本開示の印画物の製造方法（以下、本開示の印画物の
製造方法と言う）について説明する。
【００１９】
　本開示の印画物の製造方法は、第１の基材（１）の一方の面上の少なくとも一部に、第
１の転写層（１０）が設けられた熱転写シート１００を準備する工程と、第２の基材（２
０１）の一方の面上の少なくとも一部に、第２の転写層（２１０）が設けられた中間転写
媒体２００を準備する工程を含む。
【００２０】
　熱転写シート１００の第１の転写層（１０）は、単層構成、又は積層構成を呈しており
、ヒートシール層５を含む。第１の転写層（１０）が積層構成を呈する場合、ヒートシー
ル層５は、第１の転写層（１０）を構成する層のうち、第１の基材（１）側から最も近く
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に位置している。
【００２１】
　中間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）は、単層構成、又は積層構成を呈してお
り、受容層２０５を含む。第２の転写層（２１０）が積層構成を呈する場合、受容層２０
５は、第２の転写層（２１０）を構成する層のうち、第２の基材（２０１）側から最も遠
くに位置している。つまり、受容層２０５は、中間転写媒体２００の最表面に位置してい
る。
【００２２】
　また、本開示の印画物の製造方法は、中間転写媒体２００の受容層２０５に熱転写画像
１５０を形成する熱転写画像形成工程（図５（ａ）、図６（ａ）参照）と、中間転写媒体
２００と、熱転写シート１００とを組み合わせ、中間転写媒体２００の第２の転写層（２
１０）上に、熱転写シート１００の第１の転写層（１０）を転写する第１転写工程（図５
（ｂ）、図６（ｂ）参照）と、第２の転写層（２１０）上に第１の転写層（１０）が転写
された中間転写媒体２００と、被転写体３００とを組み合わせ、被転写体３００上に、第
２の転写層（２１０）を第１の転写層（１０）とともに転写する第２転写工程（図５（ｃ
）、図６（ｃ）参照）を含む。図５、図６は、本開示の印画物の製造方法を説明するため
の工程図であり、いずれも概略断面図である。なお、図５に示す本開示の印画物の製造方
法では、基材１Ａの一方の面に色材層８が設けられた熱転写シート１００Ａと、基材１の
一方の面に転写層１０が設けられた熱転写シート１００を用いている。他方、図６に示す
本開示の印画物の製造方法では基材１の一方の面に、転写層１０、及び色材層８が面順次
に設けられた熱転写シート１００を用いている。
【００２３】
　そして、本開示の印画物の製造方法は、上記熱転写シート１００として、ヒートシール
層５が、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が
１５０００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポ
リエステルの何れか一方、又は双方を含有している熱転写シートが用いられる。
【００２４】
　本開示の印画物の製造方法では、熱転写シート１００のヒートシール層５を上記構成と
することで、当該ヒートシール層５に、良好な密着性を付与できる。したがって、本開示
の印画物の製造方法では、層間密着性の高い印画物を製造できる。
【００２５】
　具体的には、本開示の印画物の製造方法では、中間転写媒体２００の第２の転写層（２
１０）と、被転写体３００とを直接的に密着させるのではなく、中間転写媒体２００の第
２の転写層（２１０）と、被転写体３００とを、上記ヒートシール層５を含む第１の転写
層（１０）を介して密着させることから、上記ヒートシール層５の上記効果により、中間
転写媒体２００の第２の転写層（２１０）と、被転写体３００との密着性を良好なものと
できる。
【００２６】
　特に、本開示の印画物の製造方法では、被転写体３００上に、中間転写媒体２００の第
２の転写層（２１０）を転写するときに、中間転写媒体２００側に印加するエネルギーを
従来よりも低くした場合であっても、中間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）と、
被転写体３００との密着性を良好なものとできる。これにより、本開示の印画物の製造方
法で製造される印画物を構成する各構成部材がダメージを受けることを抑制できる。例え
ば、本開示の印画物の製造方法によれば、被転写体として、エネルギーによりダメージを
受けやすい被転写体３００を用いた場合であっても、被転写体３００に変形等が生ずるこ
とを抑制できる。また、従来よりも低いエネルギーで、中間転写媒体２００の第２の転写
層（２１０）と、被転写体３００との密着性を良好なものとできる本開示の印画物の製造
方法によれば、製造される印画物にカールが生ずることを抑制できる。
【００２７】
　また、第１の転写層（１０）を構成するヒートシール層５に密着性の機能を付与するこ
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とで、中間転写媒体２００の受容層２０５に密着性の機能を付与する必要がなく、受容層
２０５の設計の自由度を高めることができる。具体的には、中間転写媒体２００の受容層
２０５を、色材の染着性に特化した受容層２０５とできる。
【００２８】
　以下、図７を参照して、本開示の印画物の製造方法の優位性について、第１の転写層（
１０）を備える熱転写シート１００を用いることなく、中間転写媒体２００と、被転写体
３００とを用いた印画物の製造方法（以下、比較の印画物の製造方法と言う場合がある）
を例に挙げて説明する。なお、比較の印画物の製造方法に用いられる中間転写媒体２００
は、中間転写媒体２００の最表面に受容層２０５が位置するように、第２の基材（２０１
）上に、受容層２０５を含む単層構成、又は積層構成の第２の転写層（２１０）が設けら
れた構成をとる（図７における第２の転写層（２１０）は、受容層２０５のみからなる単
層構成を呈している）。
【００２９】
　比較の印画物の製造方法では、基材１Ａの一方の面上に、色材層８を有する熱転写シー
ト１００Ａを用いて、中間転写媒体２００の受容層２０５に熱転写画像１５０を形成し（
図７（ａ）参照）、次いで、熱転写画像１５０が形成された受容層２０５を含む第２の転
写層（２１０）を、被転写体３００上に転写して印画物４００Ａを製造している（図７（
ｂ）参照）。
【００３０】
　比較の印画物の製造方法においては、被転写体３００上に、中間転写媒体２００の第２
の転写層（２１０）を転写するときに、被転写体３００と、中間転写媒体２００の最表面
に位置している受容層２０５とが直接的に接することとなる。したがって、被転写体３０
０に対する中間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）の密着性を良好なものとするた
めには、中間転写媒体２００の受容層２０５が、被転写体３００に対する良好な密着性（
接着性と言う場合もある）を有していることが必要となる。ところで、比較の印画物の製
造方法で、中間転写媒体２００の受容層２０５に濃度の高い熱転写画像を形成するために
は、換言すれば、濃度の高い熱転写画像を有する印画物４００Ａを形成するためには、受
容層２０５の色材に対する染着性が良好であること、換言すれば、受容層２０５が、色材
の染着性に優れる成分を含有していることが必要となる。
【００３１】
　しかしながら、一般的に、色材の染着性に優れる成分のみを含有する受容層２０５とし
た場合には、当該受容層２０５に十分な密着性を付与できず、色材の染着性に優れる成分
のみを含有する受容層２０５とした場合には、被転写体３００上に、中間転写媒体２００
の第２の転写層（２１０）を転写したときの、被転写体３００に対する第２の転写層（２
１０）の密着性を十分に満足させることは困難となる。
【００３２】
　一方で、中間転写媒体２００の受容層２０５に、色材の染着性に優れる成分と、被転写
体３００に対する密着性に優れる成分の双方を含有せしめた場合には、双方の機能を有す
る受容層となるようにも考えられる。しかしながら、被転写体３００に対する第２の転写
層（２１０）の密着性の向上を主眼として、受容層２０５中の被転写体に対する密着性に
優れる成分の含有量を多くしていった場合には、その分、受容層２０５中の色材の染着性
に優れる成分の含有量は減少してしまい、より高い濃度が求められる印画物の形成に対応
させることは困難となる。他方、高い濃度を有する熱転写画像の形成を主眼として、受容
層２０５中の色材の染着性に優れる成分の含有量を多くしていった場合には、その分、受
容層２０５中の被転写体３００に対する密着性に優れる成分の含有量は減少してしまい、
被転写体３００によっては、受容層２０５を密着させることができない、又は密着性を十
分に満足させることが困難となる。
【００３３】
　上記比較の印画物の製造方法に対し、本開示の印画物の製造方法は、被転写体３００上
に中間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）を転写する前の段階で、当該第２の転写



(8) JP 6828848 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

層（２１０）上に、熱転写シート１００の第１の転写層（１０）を転写する第１転写工程
を有している。
【００３４】
　上述したように、本開示の印画物の製造方法によれば、ヒートシール層５が含有してい
る、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が１５
０００以下のポリエステルや、（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポリエス
テルにより、第１の転写層（１０）を構成するヒートシール層５の密着性を良好なものと
できる。したがって、被転写体３００上に、第１の転写層（１０）を介して、第２の転写
層（２１０）を転写する本開示の印画物の製造方法によれば、上記の通り、中間転写媒体
２００の第２の転写層（２１０）と、被転写体３００との密着性を良好なものとできる。
なお、このことは、本開示の印画物の製造方法で用いられる中間転写媒体２００の受容層
２０５が、密着性の機能を有していることを否定するものではない。
【００３５】
　また、本開示の印画物の製造方法で用いる熱転写シート１００にかえて、ヒートシール
層のみを、上記（ｉ）や、上記（ｉｉ）のポリエステルを含有しないヒートシール層に変
更した熱転写シートを用いた場合には、上記比較の印画物の製造方法と比較して、中間転
写媒体２００の第２の転写層（２１０）と、被転写体３００との密着性は高くなる場合も
あるが、その密着性は、本開示の印画物の製造方法で製造される印画物における密着性よ
りは低いものとなる。また、従来よりも、低いエネルギーで中間転写媒体２００の第２の
転写層（２１０）と、被転写体３００とを密着させることができない。
【００３６】
　具体的には、ヒートシール層が、ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平
均分子量（Ｍｎ）が１５０００以下の樹脂や、ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満の樹
脂を含有している場合であっても、この樹脂が、ポリエステルではない場合には、上記本
開示の印画物の製造方法による種々の効果を付与できない。
【００３７】
　以下、本開示の印画物の製造方法の各工程について説明する。
【００３８】
　＜熱転写シート準備工程＞
　熱転写シート準備工程は、図１～図４に示すように、第１の基材（１）の一方の面の少
なくとも一部に、ヒートシール層５のみからなる単層構成を呈する第１の転写層（１０）
、又はヒートシール層５を含む２つ以上の層が積層されてなる積層構成を呈し、積層構成
を呈する層のうち第１の基材（１）から最も近くにヒートシール層５が位置する第１の転
写層（１０）が設けられた熱転写シート１００を準備する工程である。
【００３９】
　（第１の基材）
　第１の基材（１）は、熱転写シート１００における必須の構成であり、当該第１の基材
（１）の一方の面上に設けられる第１の転写層（１０）を保持する。第１の基材（１）の
材料については特に限定されないが、第１転写工程において、第１の転写層（１０）を、
中間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）上に転写するときに加えられる熱に耐え、
取り扱い上支障のない機械的特性を有することが好ましい。このような第１の基材（１）
としては、ポリエチレンテレフタレート等のポリエステル、ポリカーボネート、ポリイミ
ド、ポリエーテルイミド、セルロース誘導体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチ
レン、アクリル樹脂、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ナイロン、ポリエーテルエ
ーテルケトン等の各種プラスチックフィルム、或いはシート等を例示できる。
【００４０】
　また、第１の基材（１）と、第１の転写層（１０）との間に、他の任意の層を設ける場
合には、例えば、第１の基材（１）と第１の転写層（１０）との間に、離型層を設ける場
合には、第１の基材（１）と、他の任意の層との密着性を高めるべく、第１の基材（１）
の第１の転写層（１０）側の面に表面処理を施してもよい。表面処理の方法としては、コ
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ロナ放電処理、火炎処理、オゾン処理、紫外線処理、放射線処理、粗面化処理、化学薬品
処理、プラズマ処理、低温プラズマ処理、プライマー処理、グラフト化処理等を例示でき
る。
【００４１】
　第１の基材（１）の厚みについて限定はなく、通常、２．５μｍ以上１００μｍ以下で
ある。
【００４２】
　（第１の転写層）
　図１、図２に示すように、第１の基材（１）の一方の面の少なくとも一部には、第１の
転写層（１０）が設けられている。第１の転写層（１０）は、ヒートシール層５のみから
なる単層構成（図１参照）を呈していてもよく、ヒートシール層５を含む積層構成（図２
参照）を呈していてもよい。以下、第１の転写層（１０）が積層構成を呈する場合におい
て、ヒートシール層５以外の層を総称して、機能層と称する場合がある。機能層は、単層
構成、積層構成の何れであってもよい。
【００４３】
　図２に示す形態の熱転写シート１００における第１の転写層（１０）は、第１の基材（
１）側からヒートシール層５、機能層としてのブロッキング防止層６がこの順で積層され
てなる積層構成を呈している。積層構成を呈する第１の転写層（１０）は図示する形態に
限定されるものではなく、ブロッキング防止層６にかえて、或いはこれとともに他の層を
機能層として用いることもできる。なお、第１の転写層（１０）が積層構成を呈する場合
には、当該第１の転写層（１０）を構成する層のうち、第１の基材（１）から最も近くに
位置する層が、ヒートシール層５となる。これは、第１転写工程において、中間転写媒体
２００の第２の転写層（２１０）上に、第１の転写層（１０）を転写したときに、転写後
の最表面にヒートシール層５を位置させるためである。具体的には、第２転写工程におい
て、中間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）を被転写体３００上に転写するときに
、被転写体３００とヒートシール層５とを直接的に接しさせるためである。
【００４４】
　（ヒートシール層）
　ヒートシール層５は、第１の転写層（１０）を構成し、第１の転写層（１０）を転写し
たときに、その最表面に位置する層である。
【００４５】
　本開示の印画物の製造方法に用いられる熱転写シート１００は、上記の通り、ヒートシ
ール層５が、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ
）が１５０００以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満
のポリエステルの何れか一方、又は双方を含有している。
【００４６】
　上記（ｉ）のポリエステルのガラス転移温度（Ｔｇ）は５５℃以上１００℃以下が好ま
しく、６０℃以上８０℃以下がより好ましい。また、数平均分子量（Ｍｎ）は３０００以
上１５０００以下が好ましく、６０００以上１１０００以下がより好ましい。
【００４７】
　上記（ｉｉ）のポリエステルのガラス転移温度（Ｔｇ）は２５℃以上５５℃未満が好ま
しく、３０℃以上５５℃未満がより好ましい。
【００４８】
　本願明細書で言うガラス転移温度（Ｔｇ）とは、ＪＩＳ－Ｋ－７１２１（２０１２）に
準拠し、ＤＳＣ（示差走査熱量測定）法により求められる温度を意味する。また、本願明
細書で言う数平均分子量（Ｍｎ）とは、ＪＩＳ－Ｋ－７２５２－１（２００８）に準拠し
、ＧＰＣ（ゲル浸透クロマトグラフィー）により測定したポリスチレン換算による平均分
子量を意味する。
【００４９】
　ポリエステルとしては、多価カルボン酸と、多価アルコールとから重縮合によって得ら
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れるエステル基を含むポリマー等を例示できる。多価カルボン酸としては、テレフタル酸
、イソフタル酸、フタル酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、アジピン酸、セバシン酸
、デカンジカルボン酸、アゼライン酸、ドデカジカルボン酸、シクロヘキサンジカルボン
酸等を例示できる。また、多価アルコールとしては、エチレングリコール、プロパンジオ
ール、ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール
、１，４－シクロヘキサンジメタノール、デカンジオール、２－エチル－ブチル－１－プ
ロパンジオール、ビスフェノールＡ等を例示できる。ポリエステルは、３種類以上の多価
カルボン酸や多価アルコールの共重合体であってもよく、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、ポリエチレングリコール等のモノマーやポリマーとの共重合体であっ
てもよい。また、ポリエステルには、上記ポリエステルの変性物も含まれる。ポリエステ
ルの変性物としては、ポリエステルウレタン等を例示できる。
【００５０】
　ヒートシール層５の総質量に対する、上記（ｉ）のポリエステル、及び上記（ｉｉ）の
ポリエステルの含有量について限定はないが、２５質量％以上が好ましく、５０質量％以
上がより好ましい。好ましい上限値について限定はなく、１００質量％である。ヒートシ
ール層５が、上記（ｉ）のポリエステル、及び上記（ｉｉ）のポリエステルを複数含有す
る場合には、その合計質量を基準とする。
【００５１】
　ヒートシール層５は、上記（ｉ）のポリエステルや、上記（ｉｉ）のポリエステルとと
もに、他の樹脂成分を含有していてもよい。他の樹脂成分としては、紫外線吸収性樹脂、
アクリル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、エポキシ樹脂、ポリカーボネート、ア
セタール樹脂、ポリアミド樹脂、ポリ塩化ビニル等を例示できる。
【００５２】
　ヒートシール層５の形成方法について特に限定はなく、上記（ｉ）のポリエステル、及
び上記（ｉｉ）のポリエステルの何れか一方、又は双方と、必要に応じて添加される添加
材等を、適当な溶媒に溶解、或いは分散させたヒートシール層用塗工液を調製する。そし
て、第１の転写層（１０）を転写したときに、転写後の最表面にヒートシール層が位置す
るように、この塗工液を第１の基材（１）、或いは、第１の基材（１）上に設けられ、第
１の転写層（１０）を構成しない任意の層、例えば、離型層上に塗布・乾燥して形成でき
る。ヒートシール層用塗工液の塗布方法について特に限定なく、従来公知の塗布方法を適
宜選択して用いることができる。塗布方法としては、例えば、グラビア印刷法、スクリー
ン印刷法、グラビア版を用いたリバースコーティング法等を例示できる。また、これ以外
の塗布方法を用いることもできる。このことは、後述する各種塗工液の塗布方法について
も同様である。
【００５３】
　ヒートシール層５の厚みについて限定はないが、０．２μｍ以上１０μｍ以下が好まし
く、０．５μｍ以上２．５μｍ以下がより好ましい。ヒートシール層５の厚みを、上記好
ましい厚みとすることで、ヒートシール層５を形成するときの、膜形成の安定性を良好な
ものとできる。
【００５４】
　（ブロッキング防止層）
　第１の転写層（１０）は、ブロッキング防止層６を含んでいてもよい。ブロッキング防
止層６は、本開示の印画物の製造方法において用いられる熱転写シート１００の任意の構
成である。なお、ブロッキング防止層６は、ヒートシール層５上に設けられ、当該第１の
転写層（１０）を構成する層のうち、第１の基材（１）から最も遠くに位置する層となる
。ブロッキング防止層６を含む、第１の転写層（１０）を備える熱転写シート１００とす
ることで、熱転写シート１００の保存中に、ブロッキング等が生ずることを抑制できる。
換言すれば、熱転写シート１００の保存性を良好なものとできる。
【００５５】
　特に、ヒートシール層５が、上記（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポリ
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エステルを含有している場合には、第１の転写層（１０）は、ブロッキング防止層６を含
んでいることが好ましい。
【００５６】
　好ましい形態のブロッキング防止層６は、ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であっ
て、数平均分子量（Ｍｎ）が２００００以下の樹脂成分を含有している。好ましい形態の
ブロッキング防止層６とすることで、熱転写シート１００の保存性をさらに良好なものと
できる。
【００５７】
　ブロッキング防止層６が含有する樹脂成分としては、ポリエステル、アクリル樹脂、塩
化ビニル－酢酸ビニル共重合体、アミド樹脂等を例示できる。中でも、ガラス転移温度（
Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が２００００以下であるとの条件を
満たす、ポリエステル、アクリル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体は、熱転写シー
ト１００の保存性を良好なものとでき、且つ、中間転写媒体２００への良好な転写性を有
する点で好適である。
【００５８】
　ブロッキング防止層６の形成方法について特に限定はなく、上記で例示した材料を、適
当な溶媒に溶解、或いは分散させたブロッキング防止層用塗工液を調製し、これをヒート
シール層５、或いはヒートシール層５上に任意に設けられる層上に、塗布・乾燥して形成
できる。ブロッキング防止層６の厚みについて特に限定はないが、０．１μｍ以上５μｍ
以下が好ましく、０．３μｍ以上１．５μｍ以下がより好ましい。
【００５９】
　また、ブロッキング防止層６に、各種の着色剤を含有させてもよい。着色剤を含有する
ブロッキング防止層６とすることで、本開示の熱転写シート１００を用いて、各種の意匠
性を有する印画物を製造できる。具体的には、図５に示すように、中間転写媒体２００の
第２の転写層（２１０）上に、熱転写シート１００の第１の転写層（１０）を転写し、次
いで、被転写体３００上に、第２の転写層（２１０）を、第１の転写層（１０）とともに
転写して得られる印画物４００において、ブロッキング防止層６を、着色されたブロッキ
ング防止層６とすることで、得られる印画物４００に各種の意匠性を付与できる。
【００６０】
　例えば、ブロッキング防止層６を、メタリック顔料や、パール顔料等を含有するブロッ
キング防止層６とした場合には、ブロッキング層に光沢層としての機能を付与できる。こ
の形態では、得られる印画物４００の熱転写画像に光沢感を付与できる。
【００６１】
　また、ブロッキング防止層６を、酸化チタンや、カーボンブラック等を含有するブロッ
キング防止層６とした場合には、当該ブロッキング防止層６に下地層、及び隠蔽層として
の機能を付与できる。下地層としての機能を有するブロッキング防止層６では、得られた
印画物４００を熱転写画像側からみたときに、熱転写画像の視認性を良好なものとできる
。また、隠蔽層としての機能を有するブロッキング防止層６では、被転写体の地合いを隠
蔽できる。また、隠蔽層としての機能を有するブロッキング防止層６は、ガラス等の透明
性を有する被転写体を用いて製造される印画物において、被転写体側から熱転写画像が視
認されることを所望しない場合等に好適である。
【００６２】
　着色剤としては、染料、有機着色顔料、蛍光顔料、酸化チタン、酸化亜鉛、カーボンブ
ラック、酸化鉄、鉄黄、群青、ホログラム粉末、アルミニウム粉末、メタリック顔料、パ
ール顔料等を例示できる。
【００６３】
　図２に示す形態では、第１の転写層（１０）は、第１の基材（１）側から、ヒートシー
ル層５、機能層としてのブロッキング防止層６がこの順で積層されてなる形態をとるが、
機能層を、ヒートシール層５側から、着色層、ブロッキング防止層６が積層された積層構
成としてもよい。また、２以上の着色層を用いてもよい。一例としての着色層は、上記光
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沢層の機能や、隠蔽層の機能を発現できる着色剤を含有している。また、着色層とともに
、ブロッキング防止層６が着色剤を含有する構成としてもよい。例えば、ブロッキング防
止層６が、光沢層としての機能を発現できる着色剤を含有し、着色層が、隠蔽層としての
機能を発現できる着色剤を含有する構成としてもよい。ブロッキング防止層６と、着色層
は、同じ着色剤を含有していてもよい。また、着色剤として、２種以上の着色剤を用いて
もよい。
【００６４】
　また、上記ブロッキング防止層６が着色剤を含有する構成や、機能層として着色層を用
いる構成等にかえて、或いは、これとともに、着色剤を含有するヒートシール層５として
もよい。第１の転写層（１０）を、ヒートシール層５のみからなる単層構造とする場合に
、ヒートシール層５に、各種の着色剤を含有せしめてもよい。
【００６５】
　また、第１の転写層（１０）の第１の基材（１）からの剥離性を向上させるべく、第１
の基材（１）と第１の転写層（１０）との間に、離型層（図示しない）を設けてもよい。
離型層は、第１の転写層（１０）を構成しない層であり、第１の転写層（１０）を、第２
の転写層（２１０）上に転写したときに、第１の基材（１）側に残る層である。離型層が
含有する成分としては、ワックス類、シリコーンワックス、シリコーン樹脂、シリコーン
変性アクリル樹脂などの各種シリコーン変性樹脂、フッ素樹脂、フッ素変性樹脂、ポリビ
ニルアルコール、アクリル樹脂、熱架橋性エポキシ－アミノ樹脂及び熱架橋性アルキッド
－アミノ樹脂、メラミン樹脂、セルロース樹脂、尿素樹脂、ポリオレフィン、繊維素樹脂
等を例示できる。離型層は、１種の成分を単独で含有していてもよく、２種以上の成分を
含有していてもよい。一例としての離型層の厚みは、０．１μｍ以上１μｍ以下である。
【００６６】
　好ましい形態の離型層は、変性ポリオレフィンを含有している。より好ましくは、離型
層の総質量に対し、変性ポリオレフィンを３０質量％より多く、さらに好ましくは６０質
量％以上含有している。このような離型層を有する熱転写シート１００によれば、第１の
転写層（１０）の第１の基材（１）からの剥離性を良好なものとでき、且つ、転写層の箔
持ち性を良好なものとできる。なお、箔持ち性を良好なものとすることで、熱転写シート
に曲げ応力を加えた場合などに、転写層が脱落してしまうことを抑制できる。変性ポリオ
レフィンの含有量の上限について限定はなく１００質量％である。また、変性ポリオレフ
ィンと、後述する離型補助剤や、任意の成分を併用する場合、変性ポリオレフィンの含有
量の一例としての上限値は、９０質量％や、９５質量％である。
【００６７】
　変性ポリオレフィンとしては、酸変性ポリオレフィン、塩素化ポリオレフィンなどを例
示できる。酸変性ポリオレフィンとしては、不飽和カルボン酸、又はその無水物で変性さ
れたポリオレフィンを例示できる。変性態様について限定はなく、グラフト変性等を例示
できる。カルボン酸、又はその無水物としては、マレイン酸、無水マレイン酸、アクリル
酸、メタクリル酸、イタコン酸、無水イタコン酸、フマル酸、クロトン酸等を例示できる
。
【００６８】
　変性ポリオレフィンをなすオレフィン成分としては、エチレン、プロピレン、１－ブテ
ン、２－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン等の炭素数が２以上４以下のアルケンを例
示できる。これらの中でも、プロピレンが好ましい。また、ポリオレフィン成分は、環状
ポリオレフィンであってもよい。
【００６９】
　より好ましい形態の離型層は、融点が８０℃以上１６０℃以下、特には融点が１００℃
より高く１３０℃以下の変性ポリオレフィンを含有しており、特に好ましくは、融点が８
０℃以上１６０℃以下、特には融点が１００℃より高く１３０℃以下の酸変性ポリプロピ
レンを含有している。
【００７０】
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　また、変性ポリオレフィンを含有する離型層は、さらに、離型補助剤を含有していても
よい。離型補助剤としては、ポリビニルアルコール、アルキル変性樹脂、シリコーン変性
樹脂、ポリエチレンワックス、シリコーンオイル等を例示できる。中でも、離型補助剤と
してのポリビニルアルコールは、離型層上に位置するヒートシール層の機能を維持しつつ
、当該ヒートシール層５を含む第１転写層（１０）の剥離性を良好なものとできる点で好
適である。
【００７１】
　離型補助剤の含有量は、離型層の総質量に対し、５質量％以上７０％未満が好ましく、
１０質量％以上４０％以下がより好ましい。
【００７２】
　また、変性ポリオレフィンは、架橋剤で架橋された変性ポリオレフィンであってもよい
。
【００７３】
　（色材層）
　図３に示すように、第１の基材（１）の一方の面上に、第１の転写層（１０）と面順次
に色材層８を設けることもできる。図３に示す形態の熱転写シート１００によれば、熱転
写画像形成工程における熱転写画像１５０の形成を、第１の転写層（１０）を備える熱転
写シート１００により行うことができる（図７（ａ）参照）。つまり、色材層を備える別
の熱転写シートを用いることなく、第１の転写層（１０）を備える熱転写シート１００に
より、受容層２０５への熱転写画像の形成、及び第２の転写層（２１０）上への第１の転
写層（１０）の転写を併せて行うことができる。なお、図示する形態では、第１の転写層
（１０）が、ヒートシール層５のみからなる単層構成を呈しているが、ヒートシール層５
を含む積層構成とすることもできる。
【００７４】
　色材層８が含有する色材成分について特に限定はなく、従来公知の色材成分を適宜選択
して用いることができる。例えば、熱転写画像形成工程による熱転写画像の形成を、昇華
型熱転写方式により行う場合には、色材層８は、昇華性染料とバインダー樹脂とを含有し
ている。
【００７５】
　昇華性染料としては、十分な着色濃度を有し、光、熱、温度等により変退色しないもの
が好ましい。このような昇華性染料としては、ジアリールメタン系染料、トリアリールメ
タン系染料、チアゾール系染料、メロシアニン染料、ピラゾロン染料、メチン系染料、イ
ンドアニリン系染料、ピラゾロメチン系染料、アセトフェノンアゾメチン、ピラゾロアゾ
メチン、イミダゾルアゾメチン、イミダゾアゾメチン、ピリドンアゾメチン等のアゾメチ
ン系染料、キサンテン系染料、オキサジン系染料、ジシアノスチレン、トリシアノスチレ
ン等のシアノスチレン系染料、チアジン系染料、アジン系染料、アクリジン系染料、ベン
ゼンアゾ系染料、ピリドンアゾ、チオフェンアゾ、イソチアゾールアゾ、ピロールアゾ、
ピラゾールアゾ、イミダゾールアゾ、チアジアゾールアゾ、トリアゾールアゾ、ジスアゾ
等のアゾ系染料、スピロピラン系染料、インドリノスピロピラン系染料、フルオラン系染
料、ローダミンラクタム系染料、ナフトキノン系染料、アントラキノン系染料、キノフタ
ロン系染料等を例示できる。具体的には、ＭＳＲｅｄＧ（三井化学（株））、Ｍａｃｒｏ
ｌｅｘ　Ｒｅｄ　Ｖｉｏｌｅｔ　Ｒ（バイエル社）、ＣｅｒｅｓＲｅｄ　７Ｂ（バイエル
社）、Ｓａｍａｒｏｎ　Ｒｅｄ　Ｆ３ＢＳ（三菱ケミカル（株））等の赤色染料、ホロン
ブリリアントイエロー６ＧＬ（クラリアント社）、ＰＴＹ－５２（三菱ケミカル（株））
、マクロレックスイエロー６Ｇ（バイエル（株））等の黄色染料、カヤセット（登録商標
）ブルー７１４（日本化薬（株））、ホロンブリリアントブルーＳ－Ｒ（クラリアント社
）、ＭＳブルー１００（三井化学（株））、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３等の青色染料
等を例示できる。
【００７６】
　バインダー樹脂としては、エチルセルロース樹脂、ヒドロキシエチルセルロース樹脂、
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エチルヒドロキシセルロース樹脂、メチルセルロース樹脂、酢酸セルロース樹脂等のセル
ロース樹脂、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルブチラール、ポリビニ
ルアセトアセタール、ポリビニルピロリドン等のビニル樹脂、ポリ（メタ）アクリレート
、ポリ（メタ）アクリルアミド等のアクリル樹脂、ポリウレタン、ポリアミド、ポリエス
テル等を例示できる。これらの中でも、セルロース樹脂、ビニル樹脂、アクリル樹脂、ポ
リウレタン、ポリエステル等は、耐熱性、染料の移行性等の点において好ましい。
【００７７】
　色材層８は、無機微粒子、有機微粒子等の添加材を含有していてもよい。無機微粒子と
しては、カーボンブラック、シリカ、アルミナ、二酸化チタン、二硫化モリブデン等を例
示できる。有機微粒子としては、ポリエチレンワックス等を例示できる。また、色材層８
は、離型剤を含有していてもよい。離型剤としては、シリコーンオイル、リン酸エステル
、フッ素材料等を例示できる。また、色材層には、イソシアネート、エポキシ樹脂、カル
ボジイミド等の各種の硬化剤を含有していてもよい。
【００７８】
　一方で、熱転写画像形成工程による熱転写画像の形成を、溶融型熱転写方式により行う
場合には、色材層８は、溶融インキと、バインダー樹脂とを含有している。溶融インキと
しては、公知の有機または無機の顔料、あるいは染料の中から適宜選択でき、十分な着色
濃度を有し、光、熱等により変色、退色しないものが好ましい。溶融インキの色としては
、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックに限定されるものではなく、種々の色の着色剤
を使用できる。
【００７９】
　バインダー樹脂としては、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－アクリル酸エス
テル共重合体、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリプロピレン、ポリブデン、石油樹脂、
ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリビニルアルコール、塩化ビニリ
デン樹脂、（メタ）アクリル樹脂、ポリアミド、ポリカーボネート、フッ素樹脂、ポリビ
ニルフォルマール、ポリビニルブチラール、アセチルセルロース、ニトロセルロース、ポ
リ酢酸ビニル、ポリイソブチレン、エチルセルロース又はポリアセタール等を例示できる
。また、マイクロクリスタリンワックス、カルナバワックス、パラフィンワックス等を併
用してもよい。また、フィッシャートロプシュワックス、各種低分子量ポリエチレン、木
ロウ、ミツロウ、鯨ロウ、イボタロウ、羊毛ロウ、セラックワックス、キャンデリラワッ
クス、ペトロラクタム、ポリエステルワックス、一部変性ワックス、脂肪酸エステル、脂
肪酸アミド等のワックス成分を併用してもよい。
【００８０】
　色材層８が含有する染料、或いは顔料の含有量について特に限定はなく、熱転写画像の
濃度や、保存性等を考慮し、使用される染料、或いは顔料の種類や、バインダー樹脂の種
類に応じて適宜設定すればよい。例えば、色材層８に含有されているバインダー樹脂の総
質量に対する昇華性染料の含有量は、１５質量％以上３００質量％以下が好ましい。
【００８１】
　色材層８の形成方法としては、適当なバインダー樹脂に、染料或いは顔料、必要に応じ
て添加される添加材を加え、これを適当な溶媒に分散或いは溶解させた塗工液を、第１の
基材（１）、或いは第１の基材（１）上に設けられる任意の層上に塗布・乾燥することに
より形成できる。色材層８の厚みについて特に限定はなく、通常、０．２μｍ以上５μｍ
以下である。
【００８２】
　なお、図示する形態の熱転写シート１００は、第１の基材（１）の一方の面上に、単一
の色材層８が設けられた形態を呈しているが、色相が異なる複数の色材層８、例えば、イ
エロー色材層、マゼンタ色材層、シアン色材層、ブラック色材層等を面順次に設けた構成
とすることもできる。
【００８３】
　また、図４に示すように、第１の基材（１）の一方の面上に、上記第１の転写層（１０
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）と、保護層９を面順次に設けることもできる（図示する形態では、第１の基材（１）の
一方の面上に、色材層８、第１の転写層（１０）、保護層９が面順次に設けられている）
。また、図１～図４に示す形態を適宜組み合わせた構成としてもよい。
【００８４】
　（背面層）
　また、第１の基材（１）の他方の面上に、背面層（図示しない）を設けてもよい。背面
層は、従来公知の熱可塑性樹脂等を適宜選択して形成できる。このような、熱可塑性樹脂
としては、ポリエステル、ポリアクリル酸エステル、ポリ酢酸ビニル、スチレンアクリレ
ート樹脂、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリプロピレン等のポリオレフィン、ポリスチ
レン、ポリ塩化ビニル、ポリエーテル、ポリアミド、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポ
リカーボネート、ポリアクリルアミド、ポリビニルクロリド、ポリビニルブチラール、ポ
リビニルアセトアセタール等のポリビニルアセタール、これらのシリコーン変性物等を例
示できる。中でも、耐熱性等の点から、ポリアミドイミド又はそのシリコーン変性物等を
好ましく用いることができる。
【００８５】
　また、背面層には、上記熱可塑性樹脂に加え、スリップ性を向上させる目的で、ワック
ス、高級脂肪酸アミド、リン酸エステル化合物、金属石鹸、シリコーンオイル、界面活性
剤等の離型剤、フッ素樹脂等の有機粉末、シリカ、クレー、タルク、炭酸カルシウム等の
無機粒子等の各種添加材が含有されていることが好ましく、リン酸エステル又は金属石鹸
の少なくとも１種が含有されていることが特に好ましい。
【００８６】
　背面層は、例えば、上記熱可塑性樹脂、必要に応じて添加される各種添加材を適当な溶
媒に分散又は溶解させた塗工液を、第１の基材（１）の他方の面上に、塗布・乾燥して形
成できる。背面層の厚みは、耐熱性等の向上等の点から、０．１μｍ以上５μｍ以下が好
ましく、０．３μｍ以上２μｍ以下がより好ましい。
【００８７】
　＜中間転写媒体準備工程＞
　中間転写媒体準備工程は、図８に示すように、第２の基材（２０１）の一方の面上の少
なくとも一部に、受容層２０５のみからなる単層構成を呈する第２の転写層（２１０）（
図８（ａ)参照）、又は受容層２０５を含む２つ以上の層が積層されてなる積層構成を呈
し、積層構成を呈する層のうち第２の基材（２０１）から最も遠くに受容層が位置する第
２の転写層（２１０）（図８（ｂ)参照）が設けられた中間転写媒体２００を準備する工
程である。
【００８８】
　（第２の基材）
　第２の基材（２０１）は、中間転写媒体２００における必須の構成であり、当該第２の
基材（２０１）の一方の面上に設けられる第２の転写層（２１０）を保持する。第２の基
材（２０１）の材料については特に限定はなく、上記熱転写シート１００の第１の基材（
１）で説明したもの等を適宜選択して用いることができる。
【００８９】
　（第２の転写層）
　図８に示すように、第２の基材（２０１）の一方の面の少なくとも一部には、第２の転
写層（２１０）が設けられている。第２の転写層（２１０）は、受容層２０５のみからな
る単層構成を呈していてもよく、受容層２０５を含む２つ以上の層が積層されてなる積層
構成を呈していてもよい。図８（ｂ）に示す形態の中間転写媒体２００における第２の転
写層（２１０）は、第２の基材（２０１）側から、剥離層２０６、受容層２０５がこの順
で積層されてなる積層構成を呈している。なお、第２の転写層（２１０）が積層構成を呈
する場合には、当該第２の転写層（２１０）を構成する層のうち、第２の基材（２０１）
から最も遠くに位置する層が、受容層２０５となる。
【００９０】
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　（受容層）
　中間転写媒体２００の最表面には、第２の転写層（２１０）を構成する受容層２０５が
位置している。受容層２０５について特に限定はなく、中間転写媒体の分野で用いられて
いるあらゆる受容層２０５を用いることができる。一例としての受容層２０５は、ポリプ
ロピレン等のポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、或いはポリ塩化ビニリデン等のハロゲン
化樹脂、ポリ酢酸ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重
合体もしくはポリアクリル酸エステル等のビニル樹脂、ポリエチレンテレフタレートもし
くはポリブチレンテレフタレート等のポリエステル、ポリスチレン、ポリアミド、エチレ
ン、或いはプロピレン等のオレフィンと他のビニルポリマーとの共重合体、アイオノマー
、或いはセルロースジアスターゼ等のセルロース樹脂、ポリカーボネート等を含有してい
る。好ましい形態の受容層２０５は、ポリ塩化ビニル、アクリル－スチレン樹脂、ポリエ
ステルを含有している。
【００９１】
　本開示の印画物の製造方法では、第２の転写層（２１０）と被転写体３００とが直接的
に接する形態をとらず、上記で説明したヒートシール層５を含む第１の転写層（１０）を
介して、被転写体３００上に第２の転写層（２１０）の転写が行われる。したがって、受
容層２０５に対しては、第２の転写層（２１０）と被転写体３００との密着性を高めるた
めの対策を施すことなく、その設計の自由度を高めた受容層２０５とできる。例えば、濃
度の高い熱転写画像を有する印画物を形成するためには、中間転写媒体２００の受容層２
０５として、色材の染着性を主眼とする受容層２０５とすればよい。
【００９２】
　受容層２０５の形成方法について特に限定はなく、例えば、上記で例示した樹脂材料を
適当な溶媒に分散、或いは溶解した受容層用塗工液を調製し、この塗工液を、第２の基材
（２０１）上、或いは、第２の基材（２０１）上に設けられる任意の層上に、塗布・乾燥
して形成できる。受容層２０５の厚みについて特に限定はなく、通常、１μｍ以上１０μ
ｍ以下である。
【００９３】
　（剥離層）
　図８（ｂ）に示すように、第２の基材（２０１）から第２の転写層（２１０）を転写す
るときの、第２の転写層（２１０）の剥離性を向上させるべく、第２の基材（２０１）と
受容層２０５との間に剥離層２０６（保護層と称される場合もある）を設けることもでき
る。なお、剥離層２０６は、第２の転写層（２１０）を構成し、当該第２の転写層（２１
０）を構成する層のうち、第２の基材（２０１）から最も近くに位置している。
【００９４】
　一例としての剥離層２０６は、ワックス類、シリコーンワックス、シリコーン樹脂、シ
リコーン変性樹脂、フッ素樹脂、フッ素変性樹脂、ポリビニルアルコール、アクリル樹脂
、熱架橋性エポキシ－アミノ樹脂及び熱架橋性アルキッド－アミノ樹脂等を含有している
。剥離層２０６は、１種の樹脂を単独で含有していていてもよく、２種以上の樹脂を含有
していてもよい。
【００９５】
　剥離層２０６の形成方法について特に限定はないが、上記の樹脂を適当な溶媒に溶解ま
たは分散させて剥離層用塗工液を調製し、この塗工液を第２の基材（２０１）上に塗布・
乾燥して形成できる。剥離層２０６の厚みについて特に限定はないが、０．５μｍ以上５
μｍ以下が好ましい。
【００９６】
　＜熱転写画像形成工程＞
　熱転写画像形成工程は、図５（ａ）、図６（ａ）に示すように、上記で準備した中間転
写媒体２００の受容層２０５に熱転写画像を形成する工程である。
【００９７】
　具体的には、中間転写媒体２００の受容層と、色材層８を有する熱転写シート（１００
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、１００Ａ）とを、受容層２０５と色材層８とが対向するように重ね合わせ、サーマルヘ
ッド等の加熱手段を用いて、色材層が含有している色材成分を受容層２０５に移行させる
、或いは、色材層８を受容層２０５に転写することで熱転写画像１５０を形成する工程で
ある。
【００９８】
　熱転写画像形成工程に用いられる熱転写シートは、上記で説明した、第１の基材（１）
の一方の面上に、色材層８と、第１の転写層（１０）とが面順次に設けられた熱転写シー
ト１００を用いて行ってもよく（図６（ａ）参照）、これとは別の、色材層を備える従来
公知の熱転写シート１００Ａ（図５（ａ）参照）を用いて行ってもよい。なお、図５、図
６は、熱転写画像の形成を、第１の転写層（１０）、及び色材層８を備える熱転写シート
を用いて行うか、色材層８を備え、第１の転写層（１０）を備える熱転写シートとは異な
る熱転写シートを用いて行っているかの点においてのみ相違し、それ以外は一致している
。
【００９９】
　＜第１転写工程＞
　第１転写工程は、図５（ｂ）、図６（ｂ）に示すように、熱転写画像形成工程後に、中
間転写媒体２００と、熱転写シート１００とを組み合わせ、中間転写媒体２００の第２の
転写層（２１０）上に、熱転写シート１００の第１の転写層（１０）を転写する工程であ
る。本工程を経ることで、その最表面に、ヒートシール層５が位置するように、第２の転
写層（２１０）上に、第１の転写層（１０）が転写されてなる中間転写媒体を得る。
【０１００】
　熱転写シートの第１の転写層（１０）の転写は、サーマルヘッド等の加熱デバイスを用
いる方法のほか、例えば、ホットスタンプ方式や、ヒートロール方式等を用いることがで
きる。また、これ以外の方法により第１の転写層（１０）を転写することもできる。第２
転写工程による第２の転写層（２１０）の転写についても同様である。
【０１０１】
　＜第２転写工程＞
　第２転写工程は、図５（ｃ）、図６（ｃ）に示すように、第２の転写層（２１０）上に
第１の転写層（１０）が転写された中間転写媒体２００と、被転写体３００とを組み合わ
せ、被転写体３００上に、第２の転写層（２１０）を第１の転写層（１０）とともに転写
する工程である。換言すれば、第１の転写層（１０）を介して、被転写体３００上に、中
間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）を転写する工程である。本工程を経ることで
、被転写体３００上に、第１の転写層（１０）、熱転写画像１５０が形成された受容層２
０５を含む第２の転写層（２１０）がこの順で積層されてなる印画物４００を得る。
【０１０２】
　本開示の印画物の製造方法に用いられる被転写体３００について限定はなく、普通紙、
上質紙、トレーシングペーパー、木材、ポリカーボネート、アクリル樹脂、アクリロニト
リル・ブタジエン・スチレン（ＡＢＳ）樹脂、ポリ塩化ビニル等の樹脂板（フィルムであ
ってもよい）、アルミ等の金属板、ガラス板、陶器等のセラミック板を例示できる。また
、被転写体３００として所定の画像を有するものを用いることもできる。また、被転写体
３００として曲率を有するものを用いることもできる。
【０１０３】
　以上、本開示の印画物の製造方法について具体的に説明を行ったが、本開示の印画物の
製造方法では、熱転写シート１００が有する第１の転写層（１０）が、（ｉ）ガラス転移
温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が１５０００以下のポリエス
テル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポリエステルの何れか一方、
又は双方を含有しているヒートシール層５を含むとの条件を満たせばよく、この条件を満
たす範囲で種々の変形が可能である。例えば、中間転写媒体２００としては、受容層２０
５を含むとの条件を満たせば、如何なる中間転写媒体であってもよい。被転写体３００に
ついても同様である。また、図４に示される熱転写シートを用いて、或いは、従来公知の
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保護層転写シートを用いて、第２転写工程の後に、被転写体３００上に、第１の転写層（
１０）を介して、第２の転写層（２１０）が転写されてなる印画物４００上に、さらに保
護層９を転写する工程を含んでいてもよい。
【０１０４】
　＜＜熱転写シート＞＞
　次に、本開示の実施の形態に係る熱転写シート（以下、本開示の熱転写シートと言う）
について具体的に説明する。本開示の熱転写シート１００は、図１～図４に示すように、
基材１の一方の面上の少なくとも一部に、転写層１０が設けられ、転写層１０は、ヒート
シール層５のみからなる単層構成、又はヒートシール層５を含む２つ以上の層が積層され
てなる積層構成を呈し、転写層１０が積層構成を呈する場合には、転写層１０を構成する
層のうち基材１から最も近くにヒートシール層５が位置する構成をとる。
【０１０５】
　そして、本開示の熱転写シート１００は、転写層１０を構成するヒートシール層５が、
（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が１５００
０以下のポリエステル、及び（ｉｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポリエステ
ルの何れか一方、又は双方を含有している。
【０１０６】
　本開示の熱転写シート１００は、上記本開示の印画物の製造方法の熱転写シート準備工
程で準備される熱転写シート１００をそのまま用いることができる。したがって、本開示
の熱転写シート１００の具体的な構成についてのここでの説明は省略する。なお、本開示
の熱転写シート１００における基材１、転写層１０は、それぞれ、上記本開示の印画物の
製造方法において、熱転写シート準備工程で準備される熱転写シート１００で説明した第
１の基材（１）、第１の転写層（１０）に対応している。
【０１０７】
　上記本開示の印画物の製造方法では、熱転写シート１００の第１の転写層（１０）を、
中間転写媒体２００の第２の転写層（２１０）上に転写する形態について説明を行ったが
、本開示の熱転写シート１００は、この用途に限定されるものではなく、所定の対象物（
例えば、任意の物品）上に、所定の媒体を転写する際に、所定の対象物と、所定の媒体と
の密着性を向上させるための用途に適用可能である。例えば、所定の対象物としての印画
物上に、所定の媒体としての保護層転写シートの保護層を転写するときに、印画物と保護
層との密着性を向上させるための用途、つまりは、保護層転写シートの保護層上に、第１
の転写層（１０）を転写するための熱転写シートとしての利用も可能である。また、これ
以外の用途においても適用可能である。例えば、所定の媒体として、加飾シートを用いる
場合や、所定の媒体としての光沢層、隠蔽層等を含む単層、或いは積層構成の媒体を用い
る場合に、これら所定の媒体と、所定の対象物とを一体化させる場合にも適用可能である
。
【０１０８】
　＜＜中間転写媒体と熱転写シートの組合せ＞＞
　本開示の実施の形態に係る中間転写媒体と熱転写シートの組合せ（以下、本開示の組合
せと言う）は、上記本開示の印画物の製造方法で説明した、中間転写媒体と熱転写シート
の組合せである。
【０１０９】
　本開示の組合せをなす熱転写シート、及び中間転写媒体は、上記本開示の印画物の製造
方法の熱転写シート準備工程で説明した熱転写シート１００、及び中間転写媒体準備工程
で説明した中間転写媒体２００の構成を適宜選択して用いることができる。
【０１１０】
　＜＜加飾物＞＞
　次に、本開示の実施の形態に係る加飾物（以下、本開示の加飾物と言う）について具体
的に説明する。本開示の加飾物は、被転写体上に、被転写体を装飾するための加飾体が設
けられた加飾物であって、被転写体と加飾体との間であって、被転写体と接する位置に、
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ヒートシール層５が設けられ、ヒートシール層５が、（ｉ）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５
５℃以上であって、数平均分子量（Ｍｎ）が１５０００以下のポリエステル、及び（ｉｉ
）ガラス転移温度（Ｔｇ）が５５℃未満のポリエステルの何れか一方、又は双方を含有し
ている。
【０１１１】
　本開示の加飾物によれば、加飾物を構成する被転写体と加飾体との密着性を高くできる
。
【０１１２】
　本開示の加飾物をなすヒートシール層５は、上記本開示の印画物の製造方法で説明した
ヒートシール層５をそのまま用いることができる。被転写体３００についても同様である
。
【０１１３】
　本開示の加飾物をなす加飾体について限定はなく、加飾物に要求される機能に応じて適
宜選択することができる。加飾体としては、従来公知の加飾シートや、上記で説明した熱
転写画像が形成された第２の転写層（２１０）等を例示できる。
【０１１４】
　本開示の加飾物の製造方法についても特に限定はなく、例えば、加飾体の一方の面側に
、上記ヒートシール層用塗工形を塗布・乾燥してヒートシール層５を形成し、このヒート
シール層５を介して、被転写体３００と加飾体とを一体化させる方法や、加飾体の一方の
面側に、上記本開示の印画物の製造方法で説明した第１の転写層（１０）を転写し、この
第１の転写層（１０）を介して、被転写体３００と加飾体とを一体化させる方法を例示で
きる。
【０１１５】
　本願明細書では、各層を構成する樹脂等について、例示的に記載をしているが、これら
の樹脂は、各樹脂を構成するモノマーの単独重合体であってもよく、各樹脂を構成する主
成分のモノマーと、１つ或いは複数の他のモノマーとの共重合体、或いはその誘導体であ
ってもよい。例えば、アクリル樹脂と言う場合には、アクリル酸、又はメタクリル酸のモ
ノマーや、アクリル酸エステル、又はメタクリル酸エステルのモノマーを主成分として含
んでいればよい。また、これらの樹脂の変性物であってもよい。また、本願明細書に記載
されている以外の樹脂を用いてもよい。また、各層を構成する樹脂等は、１種であっても
よく、２種以上であってもよい。
【実施例】
【０１１６】
　次に実施例及び比較例を挙げて本発明を更に具体的に説明する。以下、特に断りのない
限り、部または％は質量基準である。表１では、実施例、及び比較例の熱転写シートを構
成する各層の形成に用いた各塗工液の種類の要約を示している。
【０１１７】
　（実施例１）
　基材として、厚さ５μｍの易接着層付きのポリエチレンテレフタレートフィルムを用い
、この基材の易接着層側に、下記組成の離型層用塗工液１を、乾燥時の厚みが０．２μｍ
になるように塗布・乾燥し離型層を形成した。次いで、離型層上に、下記組成のヒートシ
ール層用塗工液１を乾燥時の厚みが１μｍになるように塗布・乾燥しヒートシール層を形
成することで、基材上に、離型層、ヒートシール層がこの順で設けられた実施例１の熱転
写シートを得た。なお、ヒートシール層は、本開示の印画物の製造方法でいう第１の転写
層（本開示の熱転写シートでいう転写層）を構成する。
【０１１８】
　＜離型層用塗工液１＞
・ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
　（ＰＶＡ－１１０　（株）クラレ）
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０部
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・イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
【０１１９】
　＜ヒートシール層用塗工液１＞
・ポリエステル（Ｔｇ：６０℃、Ｍｎ：１００００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）ＧＫ２５０　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１２０】
　（実施例２）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液２に変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、実施例２の熱転写シートを得た
。
【０１２１】
　＜ヒートシール層用塗工液２＞
・ポリエステル（Ｔｇ：７１℃、Ｍｎ：１４０００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）２９６　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１２２】
　（実施例３）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液３に変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、実施例３の熱転写シートを得た
。
【０１２３】
　＜ヒートシール層用塗工液３＞
・ポリエステル（Ｔｇ：４７℃、Ｍｎ：１６０００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）６００　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１２４】
　（実施例４）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液４に変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、実施例４の熱転写シートを得た
。
【０１２５】
　＜ヒートシール層用塗工液４＞
・ポリエステル（Ｔｇ：０℃、Ｍｎ：１００００）　　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）ＧＫ１８０　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１２６】
　（実施例５）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液５に変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、実施例５の熱転写シートを得た
。
【０１２７】
　＜ヒートシール層用塗工液５＞
・ポリエステル（Ｔｇ：７１℃、Ｍｎ：１４０００）　　　　　　１０部
　（バイロン（登録商標）２９６　東洋紡（株））
・ポリエステル（Ｔｇ：０℃、Ｍｎ：１００００）　　　　　　　１０部
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　（バイロン（登録商標）ＧＫ１８０　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１２８】
　（実施例６）
　基材として、厚さ５μｍの易接着層付きのポリエチレンテレフタレートフィルムを用い
、この基材の易接着層側に、上記組成の離型層用塗工液１を、乾燥時の厚みが０．２μｍ
になるように塗布・乾燥し離型層を形成した。次いで、離型層上に、上記組成のヒートシ
ール層用塗工液３を、乾燥時の厚みが１μｍになるように塗布・乾燥しヒートシール層を
形成した。次いで、ヒートシール層上に、下記組成のブロッキング防止層用塗工液１を、
乾燥時の厚みが０．４μｍになるように塗布・乾燥しブロッキング防止層を形成すること
で、基材上に、離型層、ヒートシール層、ブロッキング防止層がこの順で設けられた実施
例６の熱転写シートを得た。なお、ヒートシール層、及びブロッキング防止層は、本開示
の印画物の製造方法でいう第１の転写層（本開示の熱転写シートでいう転写層）を構成す
る。
【０１２９】
　＜ブロッキング防止層用塗工液１＞
・ポリエステル（Ｔｇ：７１℃、Ｍｎ：１４０００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）２９６　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１３０】
　（実施例７）
　ヒートシール層用塗工液３を、上記組成のヒートシール層用塗工液４に変更して、ヒー
トシール層を形成した以外は、全て、実施例６と同様にして、実施例７の熱転写シートを
得た。
【０１３１】
　（実施例８）
　ヒートシール層用塗工液３を、上記組成のヒートシール層用塗工液４に変更して、ヒー
トシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗工液１を、下記組成のブロッキング防止層
用塗工液２に変更して、ブロッキング防止層を形成した以外は、全て、実施例６と同様に
して、実施例８の熱転写シートを得た。
【０１３２】
　＜ブロッキング防止層用塗工液２＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ：７６℃、Ｍｎ：１２０００）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　（ソルバイン（登録商標）ＣＮＬ　日信化学工業（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１３３】
　（実施例９）
　ヒートシール層用塗工液３を、上記組成のヒートシール層用塗工液４に変更して、ヒー
トシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗工液１を、下記組成のブロッキング防止層
用塗工液３に変更して、ブロッキング防止層を形成した以外は、全て実施例６と同様にし
て、実施例９の熱転写シートを得た。
【０１３４】
　＜ブロッキング防止層用塗工液３＞
・アクリル樹脂（Ｔｇ：１０５℃、Ｍｎ：１５０００）　　　　　２０部
　（ダイヤナール（登録商標）ＢＲ－８７　三菱ケミカル（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部



(22) JP 6828848 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１３５】
　（実施例１０）
　ヒートシール層用塗工液３を、上記組成のヒートシール層用塗工液５に変更して、ヒー
トシール層を形成した以外は、全て実施例６と同様にして、実施例１０の熱転写シートを
得た。
【０１３６】
　（実施例１１）
　ヒートシール層用塗工液３を、上記組成のヒートシール層用塗工液１に変更して、ヒー
トシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗工液１を、上記組成のブロッキング防止層
用塗工液３に変更して、ブロッキング防止層を形成した以外は、全て実施例６と同様にし
て、実施例１１の熱転写シートを得た。
【０１３７】
　（実施例１２）
　離型層用塗工液１にかえて、下記組成の離型層用塗工液２を、乾燥時の厚みが０．５μ
ｍになるように塗布・乾燥し離型層を形成し、ヒートシール層用塗工液３を、上記組成の
ヒートシール層用塗工液１に変更してヒートシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗
工液１を、上記組成のブロッキング防止層用塗工液３に変更してブロッキング防止層を形
成した以外は、全て実施例６と同様にして、実施例１２の熱転写シートを得た。
【０１３８】
　＜離型層用塗工液２＞
・酸変性ポリオレフィン（固形分：３０％）　　　　　　　　　　３０部
　（ハードレン（登録商標）ＮＺ－１０１５　東洋紡（株））
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
・イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【０１３９】
　（実施例１３）
　離型層用塗工液１にかえて、上記組成の離型層用塗工液２を、乾燥時の厚みが０．５μ
ｍになるように塗布・乾燥し離型層を形成し、ヒートシール層用塗工液３を、上記組成の
ヒートシール層用塗工液４に変更してヒートシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗
工液１を、上記組成のブロッキング防止層用塗工液３に変更してブロッキング防止層を形
成した以外は、全て実施例６と同様にして、実施例１３の熱転写シートを得た。
【０１４０】
　（実施例１４）
　離型層用塗工液１にかえて、上記組成の離型層用塗工液２を、乾燥時の厚みが０．５μ
ｍになるように塗布・乾燥し離型層を形成し、ヒートシール層用塗工液３を、上記組成の
ヒートシール層用塗工液１に変更してヒートシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗
工液１にかえて、下記組成のブロッキング防止層用塗工液４を、乾燥時の厚みが３μｍに
なるように塗布・乾燥しブロッキング防止層を形成した以外は、全て実施例６と同様にし
て、実施例１４の熱転写シートを得た。
【０１４１】
　＜ブロッキング防止層用塗工液４＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ：７６℃、Ｍｎ：１２０００）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
　（ソルバイン（登録商標）ＣＮＬ　日信化学工業（株））
・酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
【０１４２】
　（実施例１５）



(23) JP 6828848 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

　離型層用塗工液１にかえて、上記組成の離型層用塗工液２を、乾燥時の厚みが０．５μ
ｍになるように塗布・乾燥し離型層を形成し、ヒートシール層用塗工液３を、上記組成の
ヒートシール層用塗工液１に変更してヒートシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗
工液１にかえて、下記組成のブロッキング防止層用塗工液５を、乾燥時の厚みが１μｍに
なるように塗布・乾燥しブロッキング防止層を形成した以外は、全て実施例６と同様にし
て、実施例１５の熱転写シートを得た。
【０１４３】
　＜ブロッキング防止層用塗工液５＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ：７６℃、Ｍｎ：１２０００）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
　（ソルバイン（登録商標）ＣＮＬ　日信化学工業（株））
・アルミ顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【０１４４】
　（実施例１６）
　離型層用塗工液１にかえて、上記組成の離型層用塗工液２を、乾燥時の厚みが０．５μ
ｍになるように塗布・乾燥し離型層を形成し、ヒートシール層用塗工液３を、上記組成の
ヒートシール層用塗工液１に変更してヒートシール層を形成し、ブロッキング防止層用塗
工液１にかえて、下記組成のブロッキング防止層用塗工液６を、乾燥時の厚みが３μｍに
なるように塗布・乾燥し、第１のブロッキング防止層を形成し、第１のブロッキング防止
層上に、下記組成のブロッキング防止層用塗工液７を、乾燥時の厚みが１．５μｍになる
ように塗布・乾燥し、第２のブロッキング防止層を形成した以外は、全て実施例６と同様
にして、実施例１６の熱転写シートを得た。
【０１４５】
　＜ブロッキング防止層用塗工液６＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ：７６℃、Ｍｎ：１２０００）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
　（ソルバイン（登録商標）ＣＮＬ　日信化学工業（株））
・銀パール顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
　（パールグレーズ（登録商標）ＭＭ－１００Ｒ　日本光研工業（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【０１４６】
　＜ブロッキング防止層用塗工液７＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ：７６℃、Ｍｎ：１２０００）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
　（ソルバイン（登録商標）ＣＮＬ　日信化学工業（株））
・カーボンブラック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【０１４７】
　（実施例１７）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液６に変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、実施例１７の熱転写シートを得
た。
【０１４８】
　＜ヒートシール層用塗工液６＞
・ポリエステル（Ｔｇ：２０℃、Ｍｎ：１３０００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）ＧＫ１５０　東洋紡（株））



(24) JP 6828848 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１４９】
　（実施例１８）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液７に変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、実施例１８の熱転写シートを得
た。
【０１５０】
　＜ヒートシール層用塗工液７＞
・ポリエステル（Ｔｇ：３６℃、Ｍｎ：１１０００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）ＧＫ７８０　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１５１】
　（比較例１）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液Ａに変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、比較例１の熱転写シートを得た
。
【０１５２】
　＜ヒートシール層用塗工液Ａ＞
・ポリエステル（Ｔｇ：７２℃、Ｍｎ：２２０００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）２９０　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１５３】
　（比較例２）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液Ｂに変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、比較例２の熱転写シートを得た
。
【０１５４】
　＜ヒートシール層用塗工液Ｂ＞
・ポリエステル（Ｔｇ：８４℃、Ｍｎ：１８０００）　　　　　　２０部
　（バイロン（登録商標）ＧＫ８８０　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１５５】
　（比較例３）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液Ｃに変更してヒート
シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、比較例３の熱転写シートを得た
。
【０１５６】
　＜ヒートシール層用塗工液Ｃ＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体（Ｔｇ：７６℃、Ｍｎ：１２０００）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　（ソルバイン（登録商標）ＣＮＬ　日信化学工業（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１５７】
　（比較例４）
　ヒートシール層用塗工液１を、下記組成のヒートシール層用塗工液Ｄに変更してヒート
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シール層を形成した以外は、全て実施例１と同様にして、比較例４の熱転写シートを得た
。
【０１５８】
　＜ヒートシール層用塗工液Ｄ＞
・アクリル樹脂（Ｔｇ：１０５℃、Ｍｗ：１５０００）　　　　　２０部
　（ダイヤナール（登録商標）ＢＲ－８７　三菱ケミカル（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
【０１５９】
【表１】

【０１６０】
　（中間転写媒体の作成）
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　支持体として厚さ１６μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムを用い、該支持体上
に、下記組成の剥離層用塗工液を乾燥時の厚みが１μｍになるように塗布・乾燥し剥離層
を形成した。次いで、剥離層上に下記組成の保護層用塗工液を乾燥時の厚みが２μｍにな
るように塗布・乾燥し保護層を形成した。さらに該保護層の上に下記組成の受容層用塗工
液を乾燥時の厚みが１．５μｍになるように塗布・乾燥し受容層を形成することで、支持
体上に、剥離層、保護層、受容層がこの順で積層されてなる中間転写媒体を得た。なお、
剥離層、保護層、受容層は、本開示の印画物の製造方法における第２の転写層を構成する
。
【０１６１】
　＜剥離層用塗工液＞
・アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９部
　（ダイヤナール（登録商標）ＢＲ－８７　三菱ケミカル（株））
・ポリエステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　（バイロン（登録商標）２００　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【０１６２】
　＜保護層用塗工液＞
・ポリエステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
　（バイロン（登録商標）２００　東洋紡（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【０１６３】
　＜受容層用塗工液＞
・塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体　　　　　　　　　　　　　　２０部
　（ソルバイン（登録商標）ＣＮＬ　日信化学工業（株））
・シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　（Ｘ－２２－３０００Ｔ　信越化学工業（株））
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９部
【０１６４】
　（色材層を有する熱転写シートの作成）
　基材として厚さ５μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムを用い、下記組成の背面
層用塗工液を乾燥時の厚みが１μｍとなるように塗布・乾燥して背面層を形成した。次い
で、基材の他方の面に、下記組成の染料プライマー層用塗工液を乾燥時の厚みが０．１５
μｍになるように塗布・乾燥して染料プライマー層を形成した。この染料プライマー層上
に、下記組成のイエロー、マゼンタ、シアン色材層用塗工液を、乾燥時の厚みが０．７μ
ｍとなるように面順次に塗工して、イエロー色材層、マゼンタ色材層、シアン色材層を形
成することで、色材層を有する熱転写シートを作成した。
【０１６５】
　＜背面層用塗工液＞
・ポリビニルアセタール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　（エスレック（登録商標）ＢＸ－１　積水化学工業（株））
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．２部
　（バーノック（登録商標）Ｄ７５０　ＤＩＣ（株））
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　１．３部
　（プライサーフ（登録商標）Ａ２０８Ｎ　第一工業製薬（株））
・タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３部
　（ミクロエース（登録商標）Ｐ－３　日本タルク工業（株））
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３．６部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３．６部
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【０１６６】
　＜染料プライマー層用塗工液＞
・コロイダルアルミナ（固形分１０．５％）　　　　　　　　　３．５部
　（アルミナゾル２００　日産化学工業（株））
・酢酸ビニル－ビニルピロリドン共重合体　　　　　　　　　　１．５部
　（ＰＶＰ／ＶＡ　Ｅ－３３５　アイエスピー・ジャパン（株））
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７．５部
・イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　４７．５部
【０１６７】
　＜イエロー色材層用塗工液＞
・ソルベントイエロー９３　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５部
・ディスパースイエロー２０１　　　　　　　　　　　　　　　２．５部
・ポリビニルアセタール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４部
　（エスレック（登録商標）ＫＳ－５　積水化学工業（株））
・有機変性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　０．０４部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
【０１６８】
　＜マゼンタ色材層用塗工液＞
・ディスパースレッド６０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
・ディスパースバイオレット２６　　　　　　　　　　　　　　　　３部
・ポリビニルアセタール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
　（エスレック（登録商標）ＫＳ－５　積水化学工業（株）)
・有機変性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
【０１６９】
　＜シアン色材層用塗工液＞
・ソルベントブルー６３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
・ディスパースブルー３５４　　　　　　　　　　　　　　　　　　４部
・ポリビニルアセタール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
　（エスレック（登録商標）ＫＳ－５　積水化学工業（株））
・有機変性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　０．０５部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０部
【０１７０】
　（被転写体の準備）
　被転写体として、塩化ビニル製のカード基材（大日本印刷（株））を準備した。
【０１７１】
　（熱転写画像の形成）
　上記で作成した色材層を有する熱転写シートと、上記で作成した中間転写媒体とを組合
せ、下記プリンタにより、中間転写媒体の受容層上に、グレー画像（画像階調：１２８／
２５６）を形成した。
【０１７２】
　（プリンタ）
　サーマルヘッド：ＫＥＥ－５７－１２ＧＡＮ２－ＳＴＡ（京セラ（株））
　発熱体平均抵抗値：３３０３（Ω）
　主走査方向印字密度：３００（ｄｐｉ）
　副走査方向印字密度：３００（ｄｐｉ）
　ライン周期：３．０（ｍｓｅｃ．／ｌｉｎｅ）
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　印字開始温度：３５（℃）
　パルスＤｕｔｙ比：８５（％）
　印画電圧：１８．０（Ｖ）
【０１７３】
　（熱転写シートの転写層（第１の転写層）の転写）
　上記プリンタを用い、各実施例、及び比較例の熱転写シートの転写層（第１の転写層）
に、５５／２５５階調（エネルギー階調）のエネルギーを印加し、上記グレー画像を形成
した中間転写媒体上に、各実施例、及び比較例の転写層（第１の転写層）を転写した。
【０１７４】
　（中間転写媒体の転写層（第２の転写層）の転写）
　カード用ラミネータ（大日本印刷（株））を用い、上記で準備した被転写体上に、中間
転写媒体の第２の転写層を、当該第２の転写層上に転写されている第１の転写層とともに
転写した。つまりは、被転写体上に、各実施例、及び比較例の熱転写シートの第１の転写
層を介して、画像が形成された中間転写媒体の第２の転写層を転写し、各実施例、及び比
較例の印画物を得た。印画物の製造は、下記の４つの条件（下記転写条件１～４）にて、
それぞれ行った。
　転写条件１：１４０℃、２０ｍｍ／ｓｅｃ．
　転写条件２：１５０℃、２０ｍｍ／ｓｅｃ．
　転写条件３：１６０℃、２０ｍｍ／ｓｅｃ．
　転写条件４：１７５℃、２０ｍｍ／ｓｅｃ．
【０１７５】
　（転写性・密着性評価）
　上記転写条件１～４で、被転写体上に、中間転写媒体の転写層（第２の転写層）を転写
して製造した各実施例、及び比較例の印画物について、被転写体の全体に、第１の転写層
を介して、第２の転写層が転写されていることが目視で確認できた。次いで、これら各実
施例、及び比較例の印画物の表面（第２の転写層の表面）に、テープ（Ｓｃｏｔｃｈ（登
録商標）Ｔａｐｅ　ＢＫ－２４　スリーエム社）を貼り付け、このテープを剥がしたとき
の第１の転写層、及び第２の転写層の状態を確認し、下記評価基準に基づいて転写性・密
着性評価を行った。評価結果を表１に示す。なお、下記評価基準では、テープを剥がした
ときに、第１の転写層、第２の転写層がともに被転写体側に残る場合を、「密着性よく転
写できた」と評価している。
【０１７６】
　「評価基準」
Ａ・・・転写条件１で密着性よく転写できた。
Ｂ・・・転写条件１では密着性よく転写できないが、転写条件２で密着性よく転写できた
。
Ｃ・・・転写条件１、２では密着性よく転写できないが、転写条件３で密着性よく転写で
きた。
ＮＧ・・・転写条件１～４の何れの条件でも密着性よく転写できない。
【０１７７】
　（耐久性評価）
　各実施例、及び比較例の熱転写シートを、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）に２４時
間浸漬させた後、テープ（Ｓｃｏｔｃｈ（登録商標）Ｔａｐｅ　ＢＫ－２４　スリーエム
社）にてテープ剥離試験を実施し、以下の条件に基づいて、耐久性評価を行った。評価結
果を表２に示す。
【０１７８】
　「評価基準」
Ａ・・・転写層が全く剥がれない
Ｂ・・・転写層がドットレベルで僅かに剥がれる
Ｃ・・・転写層が大きく剥がれる
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【０１７９】
　（カール評価）
　上記転写条件２、３、４で製造した各実施例の印画物のそれぞれを目視で確認し、下記
評価基準に基づいてカール評価を行った。評価結果を表２に示す。なお、上記転写条件２
で製造した実施例２の印画物、及び、上記転写条件２～４で製造した各比較例の印画物は
、上記転写性・密着性評価による、印画物の密着性が良好ではないため、カール評価の対
象からは除外した。
【０１８０】
　「評価基準」
Ａ・・・カールが１ｍｍ以下である。
Ｂ・・・カールが１ｍｍより大きく３ｍｍ以下である。
Ｃ・・・カールが３ｍｍより大きい。
評価せず・・・カールの評価対象から除外。
【０１８１】
　（保存性評価）
　１０ｃｍ×１０ｃｍに切り出した各実施例、及び比較例の熱転写シートと、厚さ５μｍ
のポリエチレンテレフタレートフィルムとを、熱転写シートの第１の転写層（転写層）と
、ポリエチレンテレフタレートフィルムとが接するように重ね合せた。次いで、定荷重圧
縮試験機（（株）東洋精機製作所）を用いて、ポリエチレンテレフタレートフィルム上に
重ね合せた各実施例、及び比較例の熱転写シートに、１．９６ＭＰａ（２０ｋｇ／ｃｍ2

）の荷重をかけ、５０℃ｄｒｙ環境下で１００時間保存した。保存後のブロッキングの発
生の状況を目視で確認し、下記の評価基準に基づいて、保存性評価を行った。評価結果を
表２に示す。
【０１８２】
　「評価基準」
Ａ・・・ブロッキングが発生していない。
Ｂ・・・貼りつきが少し発生しているが、使用上問題ないレベルである。
Ｃ・・・貼りつきが多く発生しており、使用上問題があるレベルである。
【０１８３】
　（箔持ち評価）
　各実施例、及び比較例の熱転写シートを折り曲げたときの、転写層の箔落ちの有無を目
視で確認し、下記評価基準に基づいて転写層の箔持ち評価を行った。評価結果を表２に示
す。
【０１８４】
　「評価基準」
Ａ・・・転写層の箔落ちが全くない。
Ｂ・・・部分的に転写層の箔落ちがみられるが使用上問題ないレベルである。
Ｃ・・・転写層の箔落ちが大きくみられ使用上問題が懸念されるレベルである。
【０１８５】
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【表２】

【符号の説明】
【０１８６】
１００…熱転写シート
１…第１の基材、基材
１０…第１の転写層、転写層
５…ヒートシール層
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６…ブロッキング防止層
８…色材層
９…保護層
２００…中間転写媒体
２０１…第２の基材
２０５…受容層
２０６…剥離層
２１０…第２の転写層
３００…被転写体
４００…印画物
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